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いる道路は、まだま
だ整備が必要だね。

I.

①福岡市の道路事情(身近な生活道路)

たくさんの

これからもなお一層の整備が必要です。

まだ、-私だちが普段よく利用する生活道路は、

ご通蔓草亙羽玄沼

せまい道路をお友
だちと自動車がい
っしょに通ってい
て、あぶないよ。

踏切で人と自動車が
ぶつかりそうであぶ
ないわ。
今、福岡市では、ど
んな取組みをしてい
るのかしら。

・歩行者が関係する交通事故は近年減少傾 -人口  1万人あたりの歩行者の死傷者数は、
向となっているが、依然として高い水準。 政令指定都市の中でワースト� 2位。� 

福岡市の歩行者が関連する交通事故の推移 政令指定都市の人口� 1万人あたりの
歩行者の死傷者数� ( 10H20) 
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資料 ・福岡市市民局資料� 資料福岡市市民局資料

歩道が設置されている割合は、約
より身近な道路〈その他市道等〉� 

政令指定都市の歩道設置率� 福岡市が管理する道路の道路種別歩道設置率
歩道餓置斎 歩道来SlI:置80" 
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②福岡市の取組み


-地域のみなさんが安全に安山して利用できる道路整備を

進めます。

みなさんが利用する生活道路を、ユニバーサルデザインに基づき、

安全に安I~\ して通行できるように、 いろいろな取組みにより道路の

整備を推進します。

みなさんが利用する道路について、安全な歩行空間確保に向けた歩車分離に取組んでいます。

特に小学校から半径 250m以内の通学路を重点的に行います。

【整備内容]歩道設置、路側のカラー化、区画線設置

《整備前》
安J~\ して学校
に行けるよう
になったね。

お年寄りゃ障がい者の方々など、すべての人々が安I~\して通行できるよう、[段差が少なくなり、

歩道のフラット化、水はけがよく滑りにくい透水性舗装などユーパーサル |車いすやベビーカー
一 |などが通りやすくな

デザインに基いた道路整備を進めます。 tったね。

【整備内容]歩道の段差解消、視覚障がい者誘導ブロック設置、透水性舗装等

ます。歩行空間となる土地に害在する工作物等の移設費用を市が朗成し、 fみんなで協力すれ

整備・維持管理についても市で行います。(制度説明 ③参照) Iば、歩きやすい歩
道ができるんた

《整備前》
消防車などの緊
急車両が通れる
ようになったの
で安山ね。

住居・商業地区への通過交通の抑制と併せ、面的な交通安全対策を進めます0 

5亙fyしんさ長行工 lE
歩行者および自転車利用者の安全な通行を確保するため、緊急に対策が必要な地区を指定し、

総合的な事故抑止対策に努めます。

【整備内容】通過車両の進入抑制(一方通行等交通規制等)、交差点等改良

信号機の高度化改良、車両の速度規制(きょうさく・ハンプ等)

《整備後》

抜け道とレて通
行する車が少な
くなってよかっ
たわ。

委員会などの共働により計画を策定し、対策を行っていきます。 

Qj新歩行空間整質重
土地所有者の協力により民育地を無償で借地し、安I~\ して利用できる生活道路の歩道整備を進め



自転車、歩行者等の交通量が多く歩道が無い、または、歩道が狭い踏切については、歩行

者が安全に通行できるように歩道の設置・拡幅等の速効苅策を推進します。� f踏切に歩道が

《整備後》東区香住ヶfi Iできて、安全
に渡れるよう
になったわ。

道路照明灯や力一ブミラー、防護柵などの交通安全施設の整備を進めます。

安I~\ して、道路
をとおれるよう
になったね。

道路幅員や通行量等を踏まえ、道路空間を育刻に活用し、地域の特性に応じ疋自転

③市民のみなさんとの共働による道路整備の進め方

-みなさんからの道路整備に対するご要望などは、貴重な 

C意見として道路整備に反映されています。

・ 「歩道がなくてあぶなし¥J・「道路が暗くてあぶない」
など、道路に対する地域のみなさんの意男。� 

- 個人の要望を町内で集約し、市役所(区役所)に要望。� 

- 市役所(区役所)により現地確認や調査。� 

- 整備の方法を検討し、地域のみなさんと訂合せ。� 

- 整備内容を決定し、測量や設計の実施。

(・ 市役所(区役所)による工事の施工。� 

- 工事完了(みなさんと共働による道路整備の完了)

※上記フローは一般的な道路整備の流れ

【新歩行空間整備事業】
歩行空間の確保による交通安全環境の向上や民有地等のバリアフリー化に

より 、誰もが安心して歩ける歩行空間を創出するため、地域住民等の協力を
得ながら歩行空間の整備を図ります。

-事業の流れ -整備イメージ

固:
歩道整備の要望等

歩道用地の協力

道路用地� ‘ι 民高地� / 

;い立ι|ロ

-民有地内に歩行空間の確保

.フェンス等の移設� 

日 -歩道用地を無償で借地

.歩道新設.鉱幅，段差解消� d草地tt民下位金
E誼冨 ~t't ~~f=r ~rel'l盟理

鳴事刊

みんなが協力すれば、安
全に安 I~\ して歩ける道路
ができるんだね。



~お知らせください~ 
r道路の傷み� J

・下記のような危険個所を見た揚合の連絡先 ・

曙'

防護柵の破損

東区維持管理課�  TEL645-1057 早良区維持管理課� TEL833-4338

博多区維持管理課�  TEL419-1062 (入部出張所管内
道路維持第� 2係岡山吋

中央区維持 管理課�  TEL718-1084

南区維持管理課�  TEL559-5092
西 区 土 木 第 �  1課� TEL895-704 7 

城南区維持管理課� TEL833-4078
(西部出張所管内

土木 第� 2課� TEL806-0411) 

-お問い合わせ先・

道路下水道局計画部道路計画課� 

TEL: 092-711-4462 

FAX: 092-733-5533 
住所 :干� 810-8620

福岡市中央区天神� 1丁目� 8-1 福岡市役所� 6F 

H phttp://www.city.fukuoka.lg.jp : 
E-mail : dorokeikaku.RWB @ city.fukuoka. lg.jp 

- 身近な道路の整備に関するお問い合わせ先 ・

東区地域整備諜�  TEL645-1052 城南区地域整備課�  

博多区地域整備課� TEL419-1057 早良区地域整備課� 

中央区地 域整備課�  TEL718-1072 西 区 土 木 第 �  1諜� 

南区地域整備諜�  TEL559-5082 (西部出張所管内� 
土木 第� 2課� 

TEL833-4072

TEL833-4333

TEL895-7043 
)

TEL806-0411J

http:phttp://www.city.fukuoka.lg.jp
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